
 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸによるＥＢＳＤデータ解析のシュミレーション 

 

 

 

 

 

 MTEXでは、 で読み込む 

 方位ｅｕｌｅｒ角度のメンバー入力でも、ODF図はｆａｍｉｒｙで計算される。 

 ＯＤＦ計算時の halfwidthが広すぎるが、狭くすると S方位の密度が極端に下がる 

 ＥＢＳＤでも、ＸＲＤと同様に方位により４：２：１で計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２０年１２月２８日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ解析では、方位によって計算される方位密度が異なる。 

 Ｇｏｓｓ，Ｂｒａｓｓ，Ｓに関しては、４：２：１が知られている。 

    Ｇｏｓｓ，Ｂｒａｓｓ，Ｓが１：１：１のＥＢＳＤデータを作成し方位密度を調べてみます。 

 

作成したＥＢＳＤデータ Brass,Goss,S 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸに読み込み 

  

  

  

 

 



ODFの計算 

ＯＤＦを Exportし、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

ピークサーチ 

 

 ４：２：１が計算される。 

 しかし、各方位は単結晶であるが、大きな広がりで計算されている。 



ＭＴＥＸのＯＤＦ広がりについて 

  

 このパラメータで計算されているため、 

同一データをＬａｂｏＴｅｘで計算を行う。 

 

ＬａｂｏＴｅｘでは広がりなしで計算されるため、最大方位密度は３５０１（ＭＴＥＸ２３） 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦの最大平滑化を行う 

 

ＭＴＥＸの解析結果 

 

ＭＴＥＸＯＤＦは、Ｅｕｌｅｒ角度の広がり過ぎである。 

 

 



ＭＴＥＸでＬａｂｏＴｅｘの方位密度を計算するために半価幅の変更 

odf=calcODF(ebsd.orientations,'halfwidth',1.8*degree) 

 

 

 

 

S方位密度計算が低すぎる 

 

 



極点図比較 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

MTEXと LaboTexでは TD方向が異なる。（極点図の回転方向が異なる） 

 MTEXは CCW 

 LaboTexは CW 

 

同一の ODF図の場合、極点図が RD軸に反転する 

 


